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住友不動産株式会社

代表取締役社長　　小野寺　研一　様
　　

　　　　　　　　　　　日暮里富士見坂を守る会　代表/金子　誠

　　　　　　　　　　　
【要請】日暮里富士見坂からの眺望を
歴史的な「風景遺産」として継承するために
拝啓　貴社におかれましては、ますますご盛栄のことと拝察いたしております。

　
他でもございませんが、東京荒川区にある日暮里富士見坂は、都心で唯一、地面に立ったまま富士山を望むことのできる「富士見坂」です。わたくしども日暮里富士見坂を守る会は、2000年に近隣有志の呼びかけに応えるかたちで生まれた、市民による任意団体です。富士見坂からの眺望や風景など、古くからの景色を見ることのできる場所、また、見ることのできる状況を次世代にも残していきたいと考え、活動しております。
　すでに貴社にもご通知があったかと思われますが、日暮里富士見坂上から望む「富士山への眺望」に関するICOMOS決議（Resolution 17GA 2011/21‐Vista of Mount Fuji）が、Gustavo Araoz会長の名において、5月24日付けで東京都、荒川区、新宿区ほか関連自治体に送付されました。この決議文（英文）は、2011年12月にフランス･パリのユネスコ本部で開催された第17回イコモス総会において採択されたもので、貴社が新宿区大久保で進行中の高層開発計画が、東京に残る数少ない富士山の重要な眺望ポイントを阻害する可能性が高いことへの深刻な懸念が表明されています。　

　このイコモスからの通知以前の昨年9月、貴社による新宿区大久保の再開発が知らされたときの驚きは言葉もありませんでした。ＮＨＫをはじめとする民放各局、新聞各紙（英字新聞を含む）に報道され、11月中旬と１月下旬に日暮里富士見坂から観測できるダイヤモンド富士には、例年を大幅に超える来訪者があり、狭い坂道は人で埋まりました。わたくしたちはこうしたときに、来訪者や通行車両の安全のために、注意の呼びかけなどもしております。
　その後、イコモスの決議がウェブサイト(http://www.icomos.org/)より公表され、また貴社の大久保の工事の中断を知り、設計変更へのご努力をされているのではと想像し、大変ありがたく思っております。また最近になって、荒川区長より貴社社長様に宛てて「(仮称)大久保三丁目西地区開発計画の見直しに関する要請書」が出されたことを知るにおよび、わたくしども日暮里富士見坂を守る会も改めて「日暮里富士見坂からの眺望を歴史的な『風景遺産』として継承するため」の要請をさせていただくことにいたしました。
会が結成された2000年にも、日暮里富士見坂からおよそ2キロメートル離れた文京区の本郷通りに13階建てマンションが建ち、富士山の左側稜線の眺望を遮るという問題が起こりました。このときの建築主・荒川区・文京区・東京都などの対応は大きな関心を呼びました。東京都の景観審議会での議題となり、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌・海外放送などメディアの報道も相次ぎ、「富士見」という眺望の重要性が広く知られる機会となりました。
当時、日暮里富士見坂を守る会が企業、そして関連の自治体へ提出した要望書への回答には、「大切な風景という認識はある」｢着工前にこうした眺望点だということを知っていれば対処できたかもしれない｣等のお返事をいただいております。こうした経験を踏まえ、富士見坂からの眺望の周知、歴史的風景への理解を広く求めてまいりました。

貴社のご理解とご努力が、日本のこれからの「風景遺産」の継承にむけての大きな力となります。格段のご尽力を賜りますようお願い申し上げるとともに、貴社の更なるご発展を心よりお祈り申し上げます。　

敬具

要請事項
すでに貴社が公表されている計画では、建築物による歴史的な眺望への多大な影響が明白です。これは、貴社が公言される「より良い社会資産を創造し、それを後世に残していく」という基本使命に反することになります。

ぜひとも、現在の計画であるビルの高さ160メートルを、眺望が保全される高さまで低減(シミュレーションによれば120メートル）にしていただけますようにお願いいたします。

この要請書への連絡先
日暮里富士見坂を守る会　http://fujimizaka.yanesen.org/
〒116-0013　東京都荒川区西日暮里３-２-５（金子方）
E-mail: fujimizaka@yanesen.com　
TEL/FAX 03-3822-3649(中島)　090-6670-0142(山崎) 　　　
